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2025（令和 7）年 12 月 5 日 

科学技術振興機構（JST） 
 

「国際青少年サイエンス交流事業（さくらサイエンスプログラム）」 

2025 年度一般公募プログラム「A・B・C コース（第 3 回）」の 

交流計画の採択について 
 

JST（理事長 橋本 和仁）は国際青少年サイエンス交流事業（さくらサイエンスプログラム）一般公

募プログラムにおいて、2025 年度 A・B・C コース（第 3 回）の公募により採択する交流計画を決定し

ました。 

A・B・C コースには、2025 年 7 月 5 日（土）から 10 月 6日（月）までの公募期間に合計 150 件の申

請がありました。これらの申請について、国際青少年サイエンス交流事業選考委員会（委員長：渡邉 聡 

東京大学 大学院工学系研究科 教授）による審議を経て、計 73 件の採択を決定しました（別紙 1、別

紙 2）。採択された交流計画における日本側機関の内訳は、大学・高等専門学校・高校が 51 校、財団法

人・国立研究開発法人などが 6 機関、自治体が 1機関で、対象者総数は 542 人となりました（別紙 2）。 

「さくらサイエンスプログラム」のウェブサイトには、関連情報や過去の活動報告も掲載しています。 

URL：https://ssp.jst.go.jp/ 

 
＜添付資料＞ 

別紙 1：2025 年度 さくらサイエンスプログラム A・B・Cコース（第 3回）公募採択結果 

交流計画一覧 

別紙 2：2025 年度 さくらサイエンスプログラム A・B・Cコース（第 3回）公募採択結果 

地域／コース別人数、機関別 採択件数／人数 

参 考：2025 年度 国際青少年サイエンス交流事業（さくらサイエンスプログラム） 

一般公募プログラム概要 
 

＜お問い合わせ＞ 

＜事業に関すること＞ 

科学技術振興機構 経営企画部 さくらサイエンスプログラム推進本部 

〒102-8666 東京都千代田区四番町 5 番地 3 

金子 恵美（カネコ エミ） 

Tel：03-5214-8997 Fax：03-5214-8445 

E-mail：ssp.press@jst.go.jp 

 

＜報道に関すること＞ 

科学技術振興機構 広報課 

〒102-8666 東京都千代田区四番町 5 番地 3 

Tel：03-5214-8404 Fax：03-5214-8432 

E-mail：jstkoho@jst.go.jp 

＜科学を支え、未来へつなぐ＞ 

例えば、世界的な気候変動、エネルギーや資源、感染症や食料の問題。私たちの行く手にはあまたの

困難が立ちはだかり、乗り越えるための解が求められています。JST は、これらの困難に「科学技術」

で挑みます。新たな価値を生み出すための基礎研究やスタートアップの支援、研究戦略の立案、研究の

基盤となる人材の育成や情報の発信、国際卓越研究大学を支援する大学ファンドの運用など。JST は荒

波を渡る船の羅針盤となって進むべき道を示し、多角的に科学技術を支えながら、安全で豊かな暮らし

を未来へとつなぎます。 

JST は、科学技術・イノベーション政策推進の中核的な役割を担う国立研究開発法人です。 
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2025年度 さくらサイエンスプログラム A・B・Cコース（第3回） 公募採択結果 交流計画一覧

合計73件　受入れ機関：58機関（27カ国・地域）
No 受入れ機関名 実施主担当者 注） 参加国・地域 送出し機関 コース注） 交流計画のテーマ 注）

1 北海道大学
ボメゴウダ シッダバサーブゴウダ
大学院保健科学研究院 健康科学分野 准教授

インド
インド工科大学ルールキー校
JSS科学技術大学
ヴィシュヴェシュヴァラヤ工科大学

A 健康医療科学研究における先端技術の体験 (Experiencing Advanced
Technologies in health and medical science research)

2 北海道大学
市村 晃一
大学院工学研究院 応用物理学部門 教授

マレーシア マレーシア国民大学 C グリーンエネルギー活用のためのナノマテリアルの微視的観察

3 酪農学園大学
蒔田 浩平
獣医学群 獣医学類 教授

バングラデシュ マイメンシン医科大学 C ワンヘルスと食品衛生の疫学研修

4 東北大学
Yospanya Wijak
材料科学高等研究所 助教

タイ チュラロンコン大学 C バイオマス活用集中ワークショップ：電極・触媒材料への変換と高度特性評価

5 山形大学
佐藤 智
農学部 准教授

インドネシア
カメルーン
ルワンダ

アルアズハル国際イスラム学校
マルア大学
ルワンダ大学

A インドネシア高校生とアフリカ大学生×ヤマダイミズアブ：ズーラシアの希少フ

ンから山形の食品残渣
ざんさ

まで ～現場体験から環境省への資源循環提案へ～

6 茨城大学
長谷川 健
理学部 教授

インドネシア ガジャマダ大学 B インドネシアと日本の火山減災を考える国際比較研究

7 筑波大学

大矢 晃久
大学院理工情報生命学術院 システム情報工学研
究群 情報理工学位プログラム 学位プログラム
リーダー／教授

インド 国際情報技術大学ブバネーシュワル校 B 日印連携を基盤としたハードウェアシステム研究教育ネットワーク形成

8 埼玉大学
川本 健
研究機構 戦略研究センター 循環型ゼロエミッ
ション社会形成研究領域 教授

ベトナム ダナン大学工科大学 A ベトナム廃棄物処分場環境汚染防止に向けた適正技術開発

9 千葉大学
江 暁歓
大学院園芸学研究院 助教

中国 四川大学 A グリーンインフラと気候変動への適応を学ぶ：科学技術体験を通じた国際青少年
交流

10 千葉大学
安 昌俊
大学院工学研究院 教授

モンゴル
モンゴル科学技術大学
モンゴル内務大学

C 無線電力伝送技術と人工知能に関する最先端科学技術

11 明海大学
﨑山 浩司
解剖学分野 教授・歯学部 国際交流委員長

メキシコ メキシコ州立自治大学 A 日墨交流を通じた持続可能なレーザー歯科医療技術の教育・研修プログラム

12 東京大学
鈴木 邦律
大学院新領域創成科学研究科 准教授

トルコ ボアジチ大学 A 最先端の生命科学研究を通じた国際研究交流

13 芝浦工業大学
プレーマチャンドラ チンタカ
工学部 電気電子工学課程 教授

スリランカ
インド

ベネディクト16世カトリック大学
モラトゥワ大学
VIT大学　ほか

A 最先端AI模倣学習を活用したロボットアーム訓練を軸とするグローバル課題解決
型学習

14 上智大学
まくどなるど あん
アイランド・サステナビリティ研究所 所長
（大学院地球環境学研究科 教授）

ミクロネシア
ポンペイ州政府
リ・エン・ペイディエ女性団体
ポンペイ海洋環境研究機関　ほか

B 水産業における女性 ― ブルーフードの可能性とレジリエンス構築

15 中央大学
手計 太一
理工学部 教授

タイ
モンクット王工科大学トンブリー校
ナワミンタラティラート大学

A 日本の水災害対策における最先端のソフト対策

16 帝京大学
河野 博隆
医学部 整形外科学講座 医学部長・主任教授

アルゼンチン イタリア病院大学 B 整形外科における次世代医療技術の創出：AI診断支援とVR手術手技研修に関する
国際共同研究

17 東京工科大学
原 賢二
工学部 応用化学科 教授

ベトナム カントー大学 B 半導体材料およびサステイナブル農業に関連する国際共同研究の創成を志向した
国際交流

18 東京農業大学
入江 満美
国際農業開発学科 准教授

中国 大連理工大学 A 農地からの温室効果ガス排出削減に向けた体験型プログラム

19 東京理科大学
上野 一郎
創域理工学部 機械航空宇宙工学科 教授

台湾 国立台湾大学 B 動的濡れを駆使した自発的『メニスカス・ポンプ』機構の革新的応用

20 東京理科大学
清水 公徳
先進工学部 生命システム工学科 教授

ベトナム ベトナム国家大学ホーチミン市校工科大学 C 日本／ベトナムの微生物叢
そう

の比較研究協力体制の構築を目指す人的交流

21 東邦大学
菊地 崇
薬学部 准教授

モンゴル モンゴル国立大学 A 自然の恵みを科学する：日本とモンゴルの天然物共創プログラム

22 早稲田大学
丹沢 徹
理工学術院 大学院情報生産システム研究科
教授

台湾 国立台北科技大学 A 半導体のサプライチェーンを学ぶ

23 横浜市立大学
鈴木 伸治
国際教養学部 都市学系 教授

台湾 国立高雄大学 A 港湾都市における環境・都市政策と歴史的都市空間の再構築を学ぶ

24 慶應義塾大学
シェッダーディ アキル
総合政策学部 訪問講師

モロッコ ラバト国際大学 A 建築の防災・復興デザイン体験交流

25 長岡技術科学大学
原川 良介
技学研究院 電気電子情報系 准教授

マレーシア マラヤ大学 B 防災・減災のためのAI・データサイエンスに関する基盤技術構築

26 富山県立大学
アルマスリ アハメド
情報工学部 知能ロボット工学科 助教

アラブ首長国連邦 高等技術大学（UAE） A コンピュータ情報科学分野の革新を育むロボットプログラミングと知能システム
に関する実践的学習と協働

27 北陸先端科学技術大学院
大学

青木 利晃
先端科学技術研究科 教授

タイ
チュラロンコン大学
マヒドン大学
タマサート大学

A 自動運転・生成AI・計算基盤の体験から考える次世代AIの未来

28 福井大学
髙村 映一郎
学術研究院 基盤部門 カーボンニュートラル推
進本部 准教授

台湾
インドネシア
マレーシア

国立中興大学
国立成功大学
ジェンデラルスディルマン大学　ほか

A 材料科学の視点から生物資源の可能性を解き放つ技術についての体験プログラム

別紙1
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No 受入れ機関名 実施主担当者 注） 参加国・地域 送出し機関 コース注） 交流計画のテーマ 注）

29 山梨大学
片岡 良太
生命環境学域 准教授

バングラデシュ クルナ大学 A 越境する農業課題：国際連携で挑む農作物への環境ストレスがもたらす課題の解
決策

30 静岡大学
中村 篤志
工学部 教授

インド
ペリヤール大学
サティヤバマ科学技術大学

C ペリヤール大学およびサティヤバマ科学技術大学との協働による生成・貯蔵・
使用が連携するエネルギー循環デザイン研修

31 名古屋大学
中塚 武
大学院環境学研究科 教授

中国 西安交通大学 B 酸素同位体比年輪年代法の分析技術研修及び広域データベース構築

32 三重大学
國仲 寛人
教育学部 准教授

ベトナム ホーチミン市師範大学 A 科学がひらく国際交流の扉 ～理科教育研修と学生交流を通じた海外留学へのス
テップ～

33 京都大学
金 哲佑
大学院工学研究科 社会基盤工学専攻 教授

マレーシア マレーシア工科大学 A インフラの維持管理に関するセンシングとデータ分析

34 大阪大学
間 久直
大学院工学研究科 環境エネルギー工学専攻
准教授

バングラデシュ バングラデシュ農科大学 A 世界的な少子高齢化で重要性が高まっている最先端光医療の体験

35 大阪大学
吉成 信人
大学院理学研究科 化学専攻 教授

マレーシア
インド

マレーシアサインズ大学
北ベンガル大学

A 理学研究を基盤とするイノベーション創出の体験プログラム

36 大阪公立大学
岡澤 敦司
大学院農学研究科 応用生物科学専攻 教授

バングラデシュ クルナ大学 A バイオテクノロジー活用による植物保護技術体験プログラム

37 大阪公立大学
山田 裕美
国際基幹教育機構 高度人材育成推進センター
講師

ケニア ジョモケニヤッタ農工大学 A 異文化・他分野共創によるものづくりイノベーション人材養成プログラム

38 神戸大学
靱 千恵
大学院保健学研究科 講師

中国 山東大学 C 慢性B型肝炎に対する新規カプシド形成阻害剤の開発に関する研究

39 甲南大学
高橋 俊太郎
先端生命工学研究所 准教授

インド
スリバラジビダピト大学
カルカッタ大学

B がん化や老化を防ぐ化合物開発へ向けた計算化学研究の基盤構築

40 島根大学
ミアリアーズ ウルハック
総合理工学部 助教

バングラデシュ
バングラデシュ工科大学
パブナ理工大学

A
日本・バングラデシュの学生による、宍道湖を研究拠点とした自然に基づく解決
策の学びと文化遺産保全の深化に向けた学際的研究・交流（現行の共同研究の発
展を目指して）

41 島根大学
黒岩 大史
総合理工学部 教授

タイ
ナレスワン大学
モンクット王工科大学トンブリー校
チェンマイ大学

B 数理・データサイエンス交流による日タイの社会課題への挑戦と次世代人材育成

42 島根大学
ヘマンス ヌータラパティ
生物資源科学部 准教授

インド
マニパル高等教育アカデミー
SRM大学アーンドラ・プラデシュ校

B SERSとQPIを用いたAI支援型マルチモーダルプラットフォームによる子宮頸がん
早期診断技術の開発

43 岡山大学
宗正 晋太郎
学術研究院 環境生命自然科学学域 准教授

バングラデシュ バングラデシュ農科大学 A 岡山大学で植物細胞レベルのストレス応答を観察しよう

44 岡山大学
村田 芳行
学術研究院 環境生命自然科学学域 教授

中国 吉林大学 A 植物科学ジョイントシンポジウムを通じた若手研究者の科学技術交流

45 岡山大学
久保田 聡
学術研究院 医歯薬学域 歯学部長

ベトナム
ハイフォン医科薬科大学
ハノイ医科大学
フエ大学

A ベトナム有名医療系大学と連携したASEAN先端歯学研究交流事業

46 岡山大学
吉村 浩司
学術研究院 先鋭研究領域 異分野基礎科学研究
所 量子宇宙研究コア 教授

フィリピン
セントラルミンダナオ大学
カラガ州立大学
ミンダナオ州立大学イリガン工科大学　ほか

A 楽しい実験を通して量子の世界を体験しよう

47 広島大学
タン ソウニ
グローバルキャンパス推進機構 特任准教授

中国 武漢大学 C 遺産景観要素と人と環境の相互作用メカニズムに関する定量化研究技術研修

48 香川大学
金田 義行
四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構
副機構長・特任教授

エジプト
ネパール

エジプト国立天文地球物理学研究所
トリブバン大学

A レジリエンス・サイエンスリーダー養成を目指したリスク評価手法と減災対策を
学ぶ

49 香川大学
和田 健司
医学部 教授

インド
全インド医科大学マドゥライ校
全インド医科大学デーオーガル校
全インド医科大学カルヤニ校　ほか

A インドにおける臨床工学技士育成と持続可能な医療体制推進に向けた連携強化プ
ログラム

50 九州工業大学
小田部 荘司
大学院情報工学研究院 物理情報工学研究系
教授

ネパール
プレミアインターナショナルIBコンティニュ
アムスクール

A 九州工業大学情報工学部で最先端のアプリ作成技術を学ぼう

51 九州工業大学
林 英治
大学院情報工学研究院 知的システム工学研究系
教授

タイ
モンクット王工科大学北バンコク校
モンクット王工科大学ラートクラバン校

A 国際PBL（ハッカソントレーニング）によるAIロボティクス人材育成と持続的発
展を志向する実践型インターンシップ

52 九州大学
藤淵 俊王
大学院医学研究院 保健学部門 医用量子線科学
分野 教授

韓国 江原大学校 A DXを活用した体験型次世代医療放射線防護研究交流

53 九州大学
金谷 晴一
大学院システム情報科学研究院 教授

マレーシア マラ工科大学 B RFエネルギーハーベスティングとミリ波（mmWave）アンテナの特性評価：マレー
シアと日本の共同による実践的な研究探究

54 北九州市立大学
石川 敬之
基盤教育センター 教授

タイ タクシン大学 A
SDGs達成に資する農産物機能性素材の活用と都市部消費者への健康志向型食品開
発：心理学的評価・センサー計測・官能試験を統合した科学的検証手法の開発と
事業化モデルの検討

55 北九州市立大学
河野 智謙
国際環境工学部 教授

インドネシア
パランカラヤ大学
タルマナガラ大学
バンドン工科大学　ほか

C 森林生態系の保全と再生に関する環境・消防科学技術研修

56 久留米工業大学
鳥居 修一
機械システム工学科 特別教授

インド ヴェルテック大学 A 有機系廃棄物のサーキュラーエコノミーに関する体験学習

57 佐賀大学
永野 幸生
農学部 教授

インド
ネパール

シュリヴィシュヌ教育協会
トリブバン大学

B 未解明植物資源のゲノム科学による日印ネパール連携研究と次世代リーダー育成
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No 受入れ機関名 実施主担当者 注） 参加国・地域 送出し機関 コース注） 交流計画のテーマ 注）

58 宮崎大学
ティティ ズイン
工学教育研究部 教授

タイ
インド

ラジャマンガラ工科大学スリビジャヤ校
プリンスオブソンクラー大学
VIT大学

A 実体験型ワークショップを通したAIおよびIoTによるDXを牽
けん

引するための次世代

人材育成と研究・文化交流プログラム

59 秋田工業高等専門学校
西野 智路
物質・生物系 教授

タイ
モンゴル
シンガポール

シラパコーン大学
エルデネト高専
シンガポールポリテクニック

A 再生可能エネルギー（風力）を活用した地域共生について考える

60 阿南工業高等専門学校
小西 智也
グローバル推進室 室長・教授

ベトナム
商工短期大学
カオタン技術短期大学

A
さくらサイエンスを活用した高専とベトナムの短期大学との単位互換・交換教授
による集中講義・共同研究のフィージビリティスタディと工場見学（含む日本文
化体験）

61 新居浜工業高等専門学校
日野 孝紀
環境材料工学科 教授

インドネシア ポリテクニックSTMIジャカルタ A ポリテクニックSTMIジャカルタと新居浜高専の学生が学ぶ新居浜スゴ技

62 立命館慶祥中学校・
高等学校

福田 貴之
SSH推進機構 機構長

タイ
プリンセスチュラポーン科学高等学校パトゥ
ムタニ校

A 高校生国際共同研究の深化～様々なバイオテクノロジーを中心として～

63 群馬県立高崎高等学校
岡田 直之
SSH部 SSH部長・教諭

インド オキサリスインターナショナルハイスクール A 先端テクノロジーを活用して社会課題解決を目指す「日本×インド」STEAM交
流・共創プログラム

64 石川県立輪島高等学校
岡本 夕佳
教諭

トルコ
シャヒンベイカヴァクルク科学芸術センター
アンカラプルサクラル科学高等学校

A 「未来を共創する絆：日・トルコ高校生による震災からの復興とAI活用の探究」

65 大阪府立千里高等学校
西澤 淳夫
国際科学教育部 SSH主担

台湾 国立中科実験高級中学 A 日台高校生が挑む！半導体と量子技術で未来課題を解決する

66 NPO法人日中ハイテク促進
機構

楊 克倹
理事会 代表理事

中国 中国科学技術交流センター A 日本の優れた科学技術の育成と促進ノウハウの体験

67 一般財団法人リモート・
センシング技術センター

吉田 豪
対外協力室 室長

ケニア
タンザニア
ガーナ　ほか

ケニア宇宙機関
ダルエスサラーム工科大学
ガーナ宇宙科学技術研究所　ほか

C 小型地球観測衛星の開発・運用及び実利用のための技術研修

68 一般社団法人国際産学研促
進会

董 発明
理事会 理事会会長

中国 中華人民共和国科学技術部 A 日本先端産学連携の経験を体験する。

69 一般社団法人ときの羽根
久田 治子
総務部 代表理事

中国 中華人民共和国科学技術部 A モノづくり王国・愛知県（工業製品出荷額46年日本一）のイノベーション成功戦
略を学ぶ

70 国立研究開発法人理化学研
究所

王 凌霄
数理創造研究センター 研究員

中国 復旦大学 A クラウドリモートセンシングとデータ同化における人工知能の応用

71 国立研究開発法人理化学研
究所

渡邊 功雄
仁科加速器科学研究センター 核構造研究部
上級研究員

マレーシア マレーシア国民大学 A マレーシア発の革新的二酸化炭素回収・再利用を促進するスーパーコンピュー
ターによるマテリアルズインフォマティクス学習

72 大学共同利用機関法人高エ
ネルギー加速器研究機構

周 翔宇
加速器研究施設 研究機関講師

中国 清華大学 C 若手研究者の発展につながる最先端加速器現場での研修

73 富山県
土部 愛
地方創生局 多文化共生推進室 国際課 国際交流
担当 係長

インド
スリベンカテシュワール大学
SRM大学アーンドラ・プラデシュ校
アチャラナガージュナ大学

A 富山へ集うインドの知とひと ― SDGs達成をめざす人材受入れ強化プログラム

注）実施主担当者の氏名・所属、コース、交流計画のテーマは原則提案書より引用
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地域／コース別人数 （単位：人）

A（科学技術
体験）

B（共同研究
活動）

C（科学技術
研修）

合計

121 30 35 186

99 21 18 138

102 13 30 145

24 0 10 34

0 7 0 7

23 0 0 23

8 1 0 9

377 72 93 542

No. 件数 人数 No. 件数 人数

1 2 16 1 1 8

2 1 6 2 1 8

3 1 8 3 1 5

4 1 8 3 21

5 1 5

6 1 2

7 1 7 No. 件数 人数

8 2 18 1 1 8

9 1 8 2 1 8

10 1 7 3 1 8

11 1 8 4 1 8

12 1 7 4 32

13 1 8

14 1 1

15 1 8 No. 件数 人数

16 1 8 1 1 8

17 2 13 2 1 10

18 1 7 3 1 8

19 1 8 4 1 8

20 1 8 5 2 16

21 1 8 6 1 8

22 1 2 7 58

23 1 8

24 1 8

25 1 8 No. 件数 人数

26 1 8 1 1 8

27 1 12 1 8

28 1 8

29 1 8 採択機関数：58機関

30 1 8 採択件数：　73件

31 2 16

32 2 11

33 1 6

34 1 3

35 3 24

36 4 30

37 1 6

38 2 14

39 2 16

40 2 15

41 2 19

42 1 8

43 1 8

44 1 8

58 423

受入れ機関名

立命館慶祥中学校・高等学校

2025年度 さくらサイエンスプログラム A・B・Cコース（第3回） 公募採択結果

東南アジア

南西アジア

北海道大学 秋田工業高等専門学校

東アジア

アフリカ

大洋州

中東

合　　計

中南米

機関別 採択件数／人数

大学 高専

明海大学

東京大学

芝浦工業大学

受入れ機関名

千葉大学

受入れ機関名

酪農学園大学 阿南工業高等専門学校

東北大学

山形大学

茨城大学

計

筑波大学

埼玉大学

高校

新居浜工業高等専門学校

上智大学

中央大学

帝京大学

東京工科大学

計

法人

群馬県立高崎高等学校

石川県立輪島高等学校

大阪府立千里高等学校

計

受入れ機関名

計

富山県

NPO法人日中ハイテク促進機構

一般財団法人リモート・センシング技術センター

一般社団法人国際産学研促進会

一般社団法人ときの羽根

国立研究開発法人理化学研究所

大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構

自治体

早稲田大学

横浜市立大学

慶應義塾大学

佐賀大学

計

宮崎大学

九州工業大学

大阪公立大学

神戸大学

甲南大学

島根大学

岡山大学

広島大学

香川大学

九州大学

北九州市立大学

久留米工業大学

大阪大学

長岡技術科学大学

富山県立大学

北陸先端科学技術大学院大学

福井大学

山梨大学

静岡大学

名古屋大学

三重大学

京都大学

東邦大学

受入れ機関名

東京農業大学

東京理科大学

コース

地域

別紙2
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2025 年度 国際青少年サイエンス交流事業（さくらサイエンスプログラム） 

一般公募プログラム概要 
 

1.事業の目的 

「国際青少年サイエンス交流事業（さくらサイエンスプログラム）」は、産学官の緊密な連携に

より、諸外国・地域および日本の青少年の招へい・派遣を通じて科学技術分野の国際交流を行い、 

① 科学技術・イノベーションに貢献し得る優秀な人材の養成・確保 

② 国際的頭脳循環の促進  

③ 日本と諸外国・地域の教育研究機関間の継続的連携・協力・交流 

④ 科学技術外交にも資する日本と諸外国・地域との友好関係の強化 

に貢献し、ひいては、日本および世界の科学技術・イノベーションの発展に寄与することを目的と

します。 

 

2.対象とする国・地域 

原則として全ての国・地域※を対象とします。 

※1 2025 年度はアジア、アフリカ、中東、中南米、島しょ国など、148 カ国・地域が対象 

※2 相補的年間交流コースはインド・アフリカ諸国のみ対象 

 

3.対象とする分野・テーマ 

科学技術（自然科学、人文科学および社会科学）分野の交流全体を対象とします。 

 

4.一般公募プログラム 

交流計画の目的や内容に応じて、科学技術体験コース（Aコース）、共同研究活動コース（Bコー

ス）、科学技術研修コース（C コース）、相補的年間交流コース（Dコース）から選択します。 

 

（1）科学技術体験コース（Aコース） 

日本の先端的な科学技術に触れる機会と日本の研究者・学生などとの交流体験を通して、科学技

術分野における継続的な交流を促進する活動を対象とします。 

・滞在期間：原則として上限 7日間 

・招へい人数（引率者を含む）：送出し機関数に関わらず 8名以下 

 

（2）共同研究活動コース（Bコース） 

国際共同研究のテーマもしくは計画の策定、予備的な実験などの共同研究を開始する活動、ある

いは具体的な共同研究に参加する活動を対象とします。 

・滞在期間：原則として上限 21 日間 

・招へい人数（引率者を含む）：送出し機関数に関わらず 8名以下 

  

参考 
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（3）科学技術研修コース（Cコース） 

送出し国・地域のニーズあるいは地球規模課題の解決に資する科学技術に関する具体的な技術・

能力の習得機会を提供する活動を対象とします。 

 ・滞在期間：原則として上限 10日間 

・招へい人数（引率者を含む）：1 機関から招へいする場合は 8名以下 

複数の機関から招へいする場合は 12 名以下 

 

（4）相補的年間交流コース（Dコース） 

インド・アフリカ諸国を対象として、相互交流（派遣、招へい）を支援することにより、次世代

の優秀な青少年を育成するとともに、日本とインド・アフリカ諸国の人・機関間の関係を強化して、

頭脳循環に資する活動への深化と交流の継続につながる活動を対象とします。 

 ・交流期間：最長 1年間（派遣・招へい期間は最長 90 日／人） 

・招へい・派遣人数（引率者を含む）：交流機関数に関わらず 10名以下  

 

5.招へい者・派遣者の要件 

対象は、高校生、大学生、大学院生、ポストドクター、教員など※です。招へいの場合は原則とし

て日本に初めて滞在する 40 歳以下の方を対象とします。相補的年間交流コースの場合は渡航経験は

問いません。 

※相補的年間交流コースは高校生は対象外 

 

6.その他 

ウェブサイトや Facebook、X、Instagram を通じて、さくらサイエンスプログラムの最新情報を発

信しています。また、ウェブサイトに掲載の「活動レポート」については、過去に採択した交流計

画に関し、受入れ機関や招へい国・地域、招へい者所属機関の属性（大学・高校・高専など）、コー

ス名を入力することで簡単に報告を検索できます。ぜひご覧ください。 

・ウェブサイト ：https://ssp.jst.go.jp/  

・Facebook ：https://www.facebook.com/sspjapan 

・X      ：https://x.com/ssp_kouhou  

・Instagram ：https://www.instagram.com/sakura_science_official/ 

 

以上 
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